
ポ
ー
ズ
決
ま
っ
た
！

（
10月

４
日
 八
幡
小
学
校
運
動
会
）

第第2727
号号

◇
主
な
内
容（
平
成
22
年
9
月
定
例
会
）

　
・
臨
時
議
会
(7月

12日
、
30日

)報
告
 2Ｐ

～
　
・
第
３
回
定
例
会

　
　
　
こ
ん
な
こ
と
を
決
め
ま
し
た
 

3Ｐ
～

　
・
一
般
質
問
 （
12人

が
登
壇
） 

8Ｐ
～

　
・
あ
ん
質
問
な
ど
え
ー
ん
な
っ
た
？
 
14Ｐ

　
・「
市
民
の
声
」 

15P
　
・
議
会
だ
よ
り
ク
イ
ズ
 

16Ｐ

◆
平
成
22年

10月
21日

発
行
　
発
行
責
任
者
：
壱
岐
市
議
会
議
長
　
編
集
：
議
会
広
報
特
別
委
員
会
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壱岐市ケーブルテレビ 
施設条例の制定

壱岐市ケーブルテレビ 
施設指定管理者の指定

　壱岐市ケーブルテレビ事業は、90％強が国の補
助事業であり、市の一般財源を含めた総額約46億
２千800万円の事業である。その施設条例として、
設置の目的・管理の代行・使用料に関する事項・
加入申込、及び負担金等を、20条に定めている。
壱岐市の３分の１相当の地域が、地上デジタル放
送の視聴ができないことと、インターネット環境
が不十分であることから、地域情報格差を是正し、
ケーブルテレビによる情報通信整備を主な目的と
している。

※公募型プロポーザル方式により、民間企業に委託運
営してコストを安く、住民ニーズにあったサービスの
提供をするため、次の指定管理者を決定した。

指定管理者…関西ブロードバンド株式会社
　　　　　　代表取締役　三須　
　　　　　　兵庫県神戸市中央区中道通２丁目３番２号

　※ 公募型プロポーザル…事業提案を公募し、※市指定管
理者選定委員会の委員が要項基準によって審査を行い、
最も優れた指定管理者として随意契約するもの。

　※ 市指定管理選考委員会…委員長・副市長、委員・各理
事、教育次長、長崎総合科学大学教授で構成されている。

ねぇねぇ、
市のケーブルテレビの事
ばって、うちは地デジも良う
映りよるし、インターネット
も使わんけん、申し込まんで

よかよね？

へぇー、
ＦＭ告知放送ち、
防災放送のことたい！
火事も警報もわからん
やったら困るけん、
申し込みしたが
良かね。

そうそう、それだけはタダやけん、
申し込んだ方が良かよ。今度の受信機には

ＦＭラジオも着いちょるけん、便利の良かと思うよ。
　ついでにテレビも申し込んだら良かったい！

毎月千円はかかるばって、
大風でアンテナの飛ばされたとか、心配せんでよかよ！
それに運動会やら色々、壱岐ん行事ば放送さすけん、

楽しかち思うばってね。

あぁ、あれは
テレビやインターネットに
関係のなか家も一応つないで
もらわなぁ、防災放送の
聞かれんごとなるとよ！

今、
どこん家にも

防災無線の受信機
付けちょるとばって、
あれはどえ～ん
なると？

もう使われんごとなるとよ。
今の無線放送の維持費や修理にお金の

いるとばって、壱岐市にはお金の無かけんね。
そいやけん、国が地デジの整備にお金出しちくれる
とに便乗しよるとばってさ、「ケーブルテレビ」
とか「ＦＭ告知放送」とか、むずかしか言葉で

説明するけん、分かりにくかもんね。

ふぅーん、
そしたら私もテレビに
映るかも知れんねぇ!!  

うん、うん。
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９月定例会で
決めたこと

　

平
成
22
年
９
月
定
例
会
は
、

９
月
２
日
〜
９
月
21
日
ま
で
の

20
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
た
。

今
定
例
会
は
、
平
成
22
年
度
一

般
会
計
及
び
、
各
特
別
会
計
補

正
予
算
、
平
成
21
年
度
一
般
会

計
及
び
、
各
特
別
会
計
決
算
認

定
に
つ
い
て
等
、
36
件
の
議
案

が
上
程
さ
れ
た
。
市
長
の「
行

政
報
告
」
の
あ
と
、
各
議
案
の

説
明
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議

案
を
各
委
員
会
へ
付
託
し
、
各

議
案
と
も
、
常
任
委
員
会
、
予

算
・
決
算
特
別
委
員
会
の
審
査

報
告
を
ふ
ま
え
、
全
議
案
に
つ

い
て
可
決
し
た
。
ま
た
、
最
終

日
に
は
壱
岐
市
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
建
設
工
事
請
負
契
約
の
締

結
な
ど
、
４
件
の
追
加
議
案
が

上
程
さ
れ
、
全
て
可
決
し
た
。

○
議
案
71
号　

長
崎
県
市
町
村

総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る

地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少

　

県
央
広
域
圏
西
部
地
区
塵
芥

処
理
一
部
事
務
組
合
の
解
散
に

伴
い
改
正
を
行
う
。

○
議
案
72
号　

福
祉
医
療
費
の

支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

　

こ
れ
ま
で
母
子
家
庭
だ
け
に

あ
っ
た
医
療
費
補
助
を
、父
子
家

庭
に
も
対
象
範
囲
を
拡
大
す
る
。

○
議
案
73
・
74
号　

消
防
本
部

等
設
置
条
例
・
消
防
団
の
設

置
等
に
関
す
る
各
条
例
一
部

改
正

　

消
防
組
織
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

○
議
案
75
号　

火
災
予
防
条
例

一
部
改
正

　

対
象
火
気
設
備
に
、
新
た
に

固
体
酸
化
物
型
燃
料
電
池
を
位

置
づ
け
る
た
め
改
正
を
行
う
。

○
議
案
76
号　

字
の
区
域
の
変
更

　

土
地
改
良（
ほ
場
整
備
事
業
）

に
よ
り
土
地
の
区
画
が
変
更
と

な
り
、
字
の
区
域
を
一
部
変
更

条　

例

す
る
。

○
議
案
77
号　

武
生
水
Ａ
辺
地

（
変
更
）、
沼
津
Ａ
辺
地
（
変

更
）、初
山
Ａ
辺
地
（
変
更
）、

武
生
水
Ｃ
辺
地
、深
江
辺
地
、

中
野
郷
辺
地
、
住
吉
辺
地
及

び
箱
崎
本
村
辺
地
に
係
る
総

合
整
備
計
画
の
策
定

　

辺
地
対
策
事
業
債
を
活
用
す

る
た
め
、
今
年
度
の
財
政
措
置

を
決
定
。

消
防
関
係

・ 

郷
ノ
浦
第
１
分
団
１
部
（
郷

ノ
浦
町
庄
、
東
）
小
型
動
力

ポ
ン
プ
購
入

・ 

郷
ノ
浦
第
４
分
団
１
部
（
郷

ノ
浦
町
里
、
新
田
、
小
牧
西
、

小
牧
東
）
小
型
動
力
ポ
ン
プ

積
載
車
購
入

・ 

郷
ノ
浦
第
４
分
団
２
部
（
郷

ノ
浦
町
長
峰
本
村
、
長
峰
東
、

有
安
）小
型
動
力
ポ
ン
プ
購
入

・ 

芦
辺
第
４
分
団
格
納
庫
建
設

（
芦
辺
町
深
江
）

市
道
関
係

・ 

郷
ノ
浦
町　

角
野
田
線
、
鮒

川
若
松
線
、
小
林
２
号
線
、

高
校
線

・ 

芦
辺
町　

久
垂
線
、内
坂
線
、

住
吉
下
川
３
号
線
、
本
村
神

里
線

決
算
特
別
委
員
会

・ 

平
成
21
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定

  

予
算
特
別
委
員
会

・ 

平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

  

総
務
常
任
委
員
会

・ 

議
案
第
71
号
、73
号
、74
号
、75
号
、

77
号
条
例

・ 

平
成
22
年
度
三
島
航
路
事
業
補
正

予
算
と
、
平
成
21
年
度
決
算
認
定

・ 

陳
情
１
号 

安
心
安
全
な
国
民
生

活
実
現
の
た
め
防
災
・
生
活
関
連

予
算
の
拡
充
と
国
土
交
通
省
地
方

出
先
機
関
存
続
を
求
め
る
陳
情

  

厚
生
常
任
委
員
会

・ 
議
案
第
72
号
条
例

・ 
平
成
22
年
度
国
民
健
康
保
険
・
介

護
保
険
・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

病
院
事
業
会
計
の
補
正
予
算
及
び
、

平
成
21
年
度
決
算
認
定

  

産
業
建
設
常
任
委
員
会

・ 

議
案
第
76
号

・ 

平
成
22
年
度
簡
易
水
道
・
下
水

道
・
農
業
機
械
銀
行
・
水
道
事
業

補
正
予
算
及
び
、
平
成
21
年
度
決

算
認
定

本会議の様子
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９月定例
会「どえーな補正予算があると？」

会　　計　　名 補　正　額　（増） 補正後の平成22年度予算額
一般会計（第１号） 9億2,404万7千円 238億8,842万3千円
国民健康保険事業特別会計（第２号） 6,373万5千円 46億4,683万円
老人保健特別会計 0円 140万円
後期高齢者医療事業特別会計 0円 3億1,266万8千円
介護保険事業特別会計（第１号） 　　　3,356万7千円 28億4,385万7千円
簡易水道事業特別会計（第２号） 　　  1,390万8千円 9億2,917万5千円
下水道事業特別会計（第２号） 248万円 3億4,287万5千円
特別養護老人ホーム事業特別会計（第１号） 405万2千円 5億820万5千円
三島航路事業特別会計（第１号） 233万6千円 1億2,219万8千円
農業機械銀行特別会計（第１号） 　　　　  2,471万円 1億3,439万9千円
平成22年度予算総額 10億6,883万5千円 337億3,003万円

県営圃場整備事業負担金
　1,531万4千円

社会福祉施設改修工事
　9,600万円

降雨時にかん水する刈田院地区改修する 新城老人憩いの家（勝本町）

刈田院地区及び原田地区県営基盤整備負担金　老人憩いの家の屋根・トイレ等バリアフリー化や、
福祉施設の改修工事等。

キ
ク
ち
ゃ
ん

観光協会事業費補助金
　140万円

道路改良事業
　3,508万円

冬の魅力が満載の壱岐おもてなし料理 改良が始まる保佐川線（勝本町）

壱岐の豊かな「食」を活かし、食材王国壱岐のPR
として“冬のグルメキャンペーン”を開催。

市道12路線の改良工事、排水工事等。

全国消防繰法大会出場経費
　731万7千円

農業機械器具購入
　87万５千円

全国大会に向け訓練に励む芦辺第１分団の皆さんトラクターの後に取り付けるスタブルカルチ

芦辺地区第１分団が、11月12日に愛知県蒲郡市で
開催される全国大会に長崎県代表として出場します。

農業機械銀行の刈払機２台、スタブルカルチ１台
を購入
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Q
壱
岐
島
荘
の
今
年
の
利

用
状
況
は

A
４
月
か
ら
８
月
ま
で
の

宿
泊
者
は
３
千
711
人
で
前
年

度
同
時
期
よ
り
699
人
の
増
、

休
憩
者
は
４
千
114
人
で
前
年

度
よ
り
120
人
増
え
て
い
る
。

Q
父
子
家
庭
の
対
象
者
と

今
後
の
取
り
組
み
は

A
現
在
申
請
済
の
父
子
家

庭
受
給
者
世
帯
は
30
世
帯
。

該
当
児
童
数
は
62
名
。

　

県
内
で
足
並
み
を
揃
え
る

た
め
、
平
成
23
年
４
月
か
ら

福
祉
医
療
費
の
手
続
き
は
現

物
給
付
方
式
（
窓
口
精
算
）

で
き
る
よ
う
準
備
中
。

Q

 

290
万
円
の
動
物
用
化

学
分
析
装
置
の
内
容
と
耐
用

年
数
は

A
近
年
、
複
雑
化
し
て
い

る
家
畜
の
疾
病
診
断
に
当
た

る
血
液
の
科
学
的
な
検
査
機

器
で
、
耐
用
年
数
は
10
年
。

Q
観
光
費
の
詳
し
い
説
明

をA
な
が
さ
き
ロ
ン
グ
ス
テ

イ
推
進
事
業
負
担
金
の
42
万

４
千
円
は
、
県
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
、
一
支
国
博
物
館
を

活
用
し
た
２
泊
３
日
以
上
の

長
期
滞
在
を
促
す
も
の
。

　

東
京
都
庁
観
光
Ｐ
Ｒ
展
開

事
業
補
助
金
（
県
40
万
円
・

市
10
万
円
）
は
、
県
の
グ
リ

ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
促
進
事
業

費
補
助
金
を
活
用
し
、
壱
岐

へ
の
交
流
人
口
を
拡
大
し
よ

う
と
、
東
京
都
庁
の
全
国
観

光
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
実

施
す
る
も
の
。

Q
土
地
鑑
定
手
数
料
の
補

正
予
算
の
場
所
と
面
積
を

A
大
谷
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

で
、
面
積
は
４
筆
２
千
704
㎡

と
、
大
谷
の
職
業
訓
練
校
の

裏
の
面
積
８
筆
で
約
３
千
70

㎡
で
、
将
来
購
入
予
定
。

Q
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
費

の
内
容
を

A
バ
ス
路
線
は
12
と
決
ま

り
、26
人
乗
り
バ
ス
４
台
と
、

29
人
乗
り
６
台
を
平
成
23
年

３
月
に
購
入
す
る
。
残
り
２

路
線
に
つ
い
て
は
、
６
人
と

給食センターの本体建設工事が始まります。（勝本町亀石）

９月定例
会

30
人
が
乗
車
予
定
の
た
め
許

可
業
者
で
の
対
応
と
す
る
。

　

バ
ス
購
入
費
は
、
国
庫
補

助
と
、
交
付
税
措
置
や
過
疎

債
を
充
て
る
。
運
営
経
費
に

１
路
線
あ
た
り
500
万
円
程
度

の
交
付
税
が
見
込
ま
れ
、
運

営
は
市
内
許
可
業
者
に
バ
ス

を
貸
与
し
て
ス
ク
ー
ル
バ
ス

運
送
業
務
委
託
契
約
を
取
り

交
わ
す
予
定
。

Q
学
校
の
耐
震
診
断
計
画

はA
体
育
館
の
耐
震
診
断
と

し
て
、
箱
崎
・
石
田
・
勝
本

中
学
校
体
育
館
と
、
渡
良
・

那
賀
・
初
山
・
筒
城
・
盈
科
・

志
原
・
霞
翠
・
勝
本
小
学
校

体
育
館
の
耐
震
診
断
を
行

う
。

Q
三
島
航
路
事
業
の
補
正

は
何
か

A
船
体
前
部
ス
ラ
ス
タ
ー

の
不
具
合
等
修
繕
料
を
増
額

す
る
も
の
。

学校給食センター建設を可決
壱岐市学校給食センター建設工事請負契約の締結
・建築本体工事 3億6,645万円　　
　㈱倉元建設壱岐支店　支店長　倉元　強弘

・機械・排水設備工事 2億1,000万円　　
　㈲横山機械店　代表取締役　横山　　勝　
　
・厨房機器設置工事 2億6,355万円　　
　㈱アイホー長崎営業所　所長　伊藤　隆男

人権擁護委員推薦に同意
・人権擁護委員候補者の推薦
　百﨑政子氏（石田町）再選２回目
　任期…平成23年１月１日～２年間

追加議案

ミ
ル
ち
ゃ
ん
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ユウくん

決
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

委
員
長　

市
山　

和
幸　
　

委
員
長　

田
原　

輝
男　
　

☆各委員会での審査状況を報告します。

○ 

平
成
21
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
審

査
報
告

　

平
成
21
年
度
壱
岐
市
一
般
会
計
の
決
算
状
況
を
審
査
し

た
結
果
、
次
の
２
点
に
つ
い
て
当
委
員
会
の
意
見
を
付
し
、

認
定
す
る
こ
と
に
決
し
た
。

委
員
会
意
見

①
壱
岐
出
会
い
の
村
の
決
算
に
お
い
て
、
一
般
会
計
か
ら

多
額
の
財
源
投
入
が
あ
り
、
今
後
の
運
営
に
お
い
て
は
再

度
、
政
策
評
価
を
実
施
し
て
、
事
業
形
態
を
含
め
見
直
し

を
検
討
す
べ
き
。

②
市
税
等
の
多
額
の
収
入
未
済
額
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

監
査
委
員
の
審
査
意
見
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、

分
納
徴
収
や
夜

間
徴
収
に
よ
っ

て
滞
納
圧
縮
の

た
め
努
力
し
て

い
る
が
、
高
額

滞
納
者
が
増
え

て
い
る
た
め
、

未
納
額
が
増
加

し
て
い
る
。

　

市
民
の
公
平

性
と
財
政
健
全

化
の
観
点
か
ら

も
収
納
率
を
上

げ
る
努
力
を
強

く
要
望
す
る
。

○ 

平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）
の

審
議
内
容

　

平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
９
億
２
千
404
万
７
千
円

に
つ
い
て
審
査
し
、
採
決
の
結
果
、
原
案
可
決
と
し
た
。
主

な
審
議
内
容
は
次
の
と
お
り
。

Ｑ　

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
島
外
チ
ー
ム
招
へ
い
事
業
の
趣
旨
は

Ａ　

島
外
の
有
力
校
参
加
に
よ
り
、
大
会
の
レ
ベ
ル
が
上
が

り
、
そ
の
他
の
島
外
校
の
参
加
も
期
待
で
き
る
。

Ｑ　

職
員
採
用
試
験
の
実
施
方
法
は

Ａ　

統
一
採
用
試
験
は
９
月
と
１
月
に
実
施
し
、
緊
急
を
要

す
る
も
の
は
臨
時
的
に
対
応
し
て
い
る
。
面
接
に
は
外
部
か

ら
１
〜
２
名
登

用
し
て
い
る
。

Ｑ　

自
殺
防
止

の
取
り
組
み
は

Ａ　

人
口
に
占

め
る
自
殺
者
の

割
合
は
国
・
県

よ
り
高
い
。
有

効
な
防
止
策
を

講
じ
た
い
。

✔✔✔✔✔きびしくチェ
ック！

委員会レポート
９月定例

会

出会いの村（郷ノ浦町）

改修が決まった筒城地区公民館

市　税
2,218,590千円 8.2％

地方交付税
10,175,242千円
37.8％国庫支出金

4,108,635千円15.2％
市　債

4,310,600千円16.0％

県支出金
2,466,656千円 9.2％

諸収入
2,112,108千円 7.8％

分担金及び負担金等
792,695千円
3.0％

地方譲与税等
765,406千円 2.8％

平成21年度
決算額

26,949,932
千円

平成 21年度　一般会計決算状況歳　入

公債費
3,201,783千円12.2％

投資的経費
8,814,031千円
33.5％

物件費
2,834,592千円10.8％

人件費
3,574,964千円13.6％

補助費等
2,083,351千円 7.9％

扶助費
2,159,462千円 8.2％

操出金等
3,630,073千円13.8％

平成21年度
決算額

26,298,256
千円

歳　出
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総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長　

町
田　

光
浩　
　

委
員
長　

鵜
瀬　

和
博　
　

委
員
長　

町
田　

正
一　
　

議
案
審
査
状
況

　

議
案
６
件
・
決
算
認
定
１
件
・
陳
情
１
件
の
付
託
を
受
け
、

審
査
を
行
っ
た
。
採
決
の
結
果
、
議
案
・
認
定
に
つ
い
て
は

原
案
可
決
・
認
定
。
陳
情
に
つ
い
て
は
不
採
択
と
す
べ
き
も

の
と
し
た
。

○ 

安
全
・
安
心
な
国
民
生
活
実
現
の
た
め
、
防
災
・

生
活
関
連
予
算
の
拡
充
と
国
土
交
通
省
の
出
先
機

関
の
存
続
を
求
め
る
陳
情

（
不
採
択
理
由
）

　

防
災
・
生
活
関
連
予
算
拡
充
に
つ
い
て
は
、
本
陳
情
の
内

容
を
妥
当
と
認
め
る
が
、
国
土
交
通
省
の
出
先
機
関
の
存
続

に
つ
い
て
は
、
国
が
進
め
る
公
務
員
制
度
改
革
・
地
方
分
権

の
政
策
に
逆
行
す
る
内
容
で
あ
る
。
さ
ら
に
国
の
出
先
機
関

は
国
土
交
通
省
だ
け
で
は
な
く
、
採
択
し
が
た
い
。

議
案
審
査
状
況

　

議
案
５
件
、決
算
認
定
４
件
の
付
託
を
受
け
、採
決
の
結
果
、

全
議
案
可
決
。
委
員
会
の
意
見
を
付
し
て
認
定
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
た
。

委
員
会
意
見

　

付
託
を
受
け
審
査
し
た
各
会
計
の
使
用
料
の
未
収
金
徴
収

に
つ
い
て
、
訪
問
徴
収
や
分
納
誓
約
等
、
鋭
意
努
力
さ
れ
て
い

る
が
、過
年
度
か
ら
の
滞
納
や
高
額
滞
納
者
も
見
受
け
ら
れ
る
。

　

今
後
も
滞
納
要
因
の
分
析
と
、
徴
収
経
過
記
録
に
基
づ
く

対
策
を
適
宜
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
統
一
し
た
滞
納
整
理
を
す
る
た
め
に
も
今
年
度
作

成
予
定
の
未
収
金
徴
収
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
、悪
質
な
滞
納

者
に
対
し
て
は
強
い
徴
収
姿
勢
で
臨
み
、
速
や
か
に
給
水
停

止
や
法
的
措
置
等
積
極
的
に
講
じ
、
な
お
一
層
の
努
力
を
尽

く
す
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　

ま
た
、
下
水
道
加
入
率
に
つ
い
て
は
、
人
口
割
合
で
公
共
下

水
道
事
業
の
郷
ノ
浦
北
部
処
理
区
が
58・
４
％
、
中
央
処
理
区

が
36・
９
％
、
漁
業
集
落

事
業
の
恵
美
須
地
区
が

83・
１
％
、
山
崎
地
区
が

68・
４
％
、
瀬
戸
地
区
が

28・２
％
で
あ
る
。

　

加
入
率
が
70
％
以
上
な

け
れ
ば
下
水
道
の
維
持
運

営
出
来
な
い
と
さ
れ
て
い

る
の
で
、
さ
ら
に
加
入
促

進
に
向
け
努
力
さ
れ
た
い
。

議
案
審
査
状
況

　

議
案
５
件
、
決
算

認
定
６
件
の
付
託
を

受
け
、
審
査
の
結
果

い
ず
れ
も
可
決
・
認

定
と
決
し
た
。

委
員
会
意
見

　

平
成
21
年
度
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
決

算
に
つ
い
て
、
職
員

の
処
遇
状
況
に
つ
い

て
は
、
２
年
前
に
も

長
期
臨
時
職
員
の
処

遇
を
見
直
す
べ
き
と
し
て
い
た
が
改
善
さ
れ
て
お
ら
ず
、
改

め
て
執
行
側
に
努
力
す
る
よ
う
申
し
入
れ
た
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
の
決
算
に
つ
い
て
、
未
収
金
の
累

計
が
３
億
５
千
万
円
に
達
し
、
看
過
で
き
る
数
字
で
は
な
い
。

市
民
の
生
活
は
厳
し
い
が
、
税
の
公
平
性
の
視
点
か
ら
見
て
、

未
納
者
の
医
療
費
は
他
の
国
保
加
入
者
が
負
担
し
て
い
る
と

い
う
現
実
で
あ
る
。
強
制
執
行
を
含
め
個
別
訪
問
等
で
相
談

回
数
を
増
や
す
よ
う
求
め
た
。

　

平
成
21
年
12
月
議
会
よ
り
継
続
審
査
と
し
て
い
た「
市
民

病
院
改
革
に
関
す
る
請
願
」に
つ
い
て
、
提
出
者
を
参
考
人

と
し
て
委
員
会
に
出
席
を
求
め
審
査
し
た
。
理
事
者
よ
り
具

体
的
な
提
案
が
な
い
現
状
で
は
、
引
き
続
き
継
続
審
査
と
な

る
が
、
医
師
及
び
看
護
師
へ
の
奨
学
金
制
度
の
改
善
は
必
要

で
あ
る
と
認
め
、
理
事
者
側
へ
申
し
入
れ
た
。

平成20年から漁業集落排水事業が
供用開始された瀬戸地区

改革が求められる市民病院

平成21年度 特別会計決算認定状況　単位：千円

会計区分 予算額
歳　入
決算額
①

歳　出
決算額
②

歳入歳出
差引額
①－②

国民健康保険
事業 4,725,185 4,626,462 4,613,837 12,625

内

訳

事業勘定 4,588,815 4,488,165 4,479,722 8,443
直営診療
施設勘定 136,370 138,297 134,115 4,182

老人保健事業 11,121 10,350 10,350 0
後期高齢者医
療事業 304,989 292,281 290,241 2,040

介護保険事業 2,800,528 2,814,290 2,775,862 38,428

内

訳

介護保険
事業 2,766,817 2,783,905 2,745,477 38,428

介護サー
ビス事業
勘定

33,711 30,385 30,385 0

簡易水道事業 1,283,706 1,237,319 1,234,179 3,140
下水道事業 503,890 365,926 365,631 295
特別養護老人
ホーム事業 485,185 521,572 462,636 58,936

三島航路事業 116,551 114,113 114,113 0
農業機械銀行 179,333 172,863 149,027 23,836
合　計 10,410,488 10,155,176 10,015,876 139,300
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呼
子　
　

好 

議
員

Q 
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

の
減
免
を         

①
市
民
が
事
業
内
容
の
理
解

が
で
き
な
い
中
、
防
災
無
線

に
代
わ
る
無
料
の
告
知
放
送

と
有
料
テ
レ
ビ
サ
ー
ビ
ス
等
、

直
近
の
加
入
状
況
は
。

②
生
活
保
護
世
帯
、
低
所
得

生
活
者
等
に
対
し
、
指
定
管

理
者
の
負
担
で
減
免
は
で
き

な
い
か
。

③
加
入
申
込
率
は
60
％
達
成

可
能
か
。

A 

減
免
範
囲
を
協
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

①
９
月
８
日
現
在
、
告
知
放

送
が
全
世
帯
１
万
１
千
690
戸

の
２
割
強
の
２
千
16
件
、
光

テ
レ
ビ
が
１
千
750
件
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
655
件
、
Ｉ
Ｐ
電

話
314
件
で
少
な
い
。
全
世
帯

防
災
告
知
器
の
設
置
に
努
力

し
た
い
。

②
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
免
除

世
帯
は
、
申
請
に
よ
り
同
様

の
取
り
扱
い
を
す
る
。
ま
た
、

要
件
を
満
た
す
低
所
得
世
帯

の
減
免
対
象
に
つ
い
て
指
定

管
理
者
と
協
議
す
る
。

③
メ
リ
ッ
ト
を
説
明
し
て
、

加
入
促
進
に
努
め
る
。

Q  
壱
岐
市
総
合
計
画

に
つ
い
て

①
市
の
将
来
像
、後
期
基

本
計
画
22
年
〜
26
年
ま

で
の
５
ヶ
年
計
画
が
策

定
さ
れ
た
が
、地
域
毎
に

ど
の
よ
う
に
説
明
し
、振

興
・
推
進
を
す
る
の
か
。

②
財
源
と
の
関
係
も
あ

り
、
毎
年
の
成
果
指
標
、

数
値
目
標
を
検
証
し
て

ほ
し
い
。

A 

支
所
に
冊
子
を
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

①
各
種
団
体
総
会
、
各
種
会

合
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
市
の
将

来
方
針
を
説
明
し
、
出
前
講

座
を
行
い
、
支
所
に
冊
子
を

設
置
す
る
。

②
３
年
毎
の
計
画
で
毎
年
見

直
し
達
成
で
き
る
か
、
実
施

計
画
で
数
値
の
議
論
を
す
る
。

Q 
中
学
校
統
廃
合
の

進
捗
状
況

　

生
徒
達
が
希
望
と
不
安
を

抱
え
て
い
る
統
廃
合
、
各
町

準
備
委
員
会
等
で
審
議
、
決

定
さ
れ
た
進
捗
状
況
の
報
告

を
、
生
徒
・
保
護
者
・
市
民

を
対
象
に
、
中
学
校
毎
に
説

明
す
る
必
要
が
あ
る
。

A 

説
明
会
を
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

　

９
月
末
か
ら
10
月
に
か
け

て
統
廃
合
の
全
体
が
見
え
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
全
世
帯
に

配
布
す
る
。
子
ど
も
達
と
保

護
者
を
対
象
に
学
校
説
明
会

を
開
催
す
る
。

音
嶋　

正
吾 

議
員

Q 

総
合
計
画
の
周
知

①
壱
岐
市
総
合
計
画
の
前
期

（
５
年
）が
満
了
し
、
後
期
計

画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
が
、

前
期
を
ど
う
検
証
し
、
評
価

し
て
い
る
か
。

②
前
期
計
画
の
検
証
し
た
結

果
を
、
後
期
計
画
策
定
に
ど

の
よ
う
に
反
映
さ
せ
た
か
？

③
行
政
主
導
の
地
方
自
治
は
、

す
で
に
限
界
を
迎
え
て
い
る
。

市
民
協
働
の
自
治
を
目
指
す

べ
き
で
あ
る
。
本
計
画
の
市

民
へ
の
周
知
が
な
さ
れ
て
い

な
い
。「
足
を
運
ぶ
自
治
」を

市
民
に
提
供
す
べ
き
で
あ
る
。

A 

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

①
数
値
で

達
成
度
を

表
す
の
は

非
常
に
困

難
で
あ
る
。

実
施
計
画

に
基
づ
い

て
、
各
課

で
財
源
の

許
す
範
囲

で
成
果
を

上
げ
た
い

と
思
っ
て

い
る
。

②
見
直
し

に
当
た
っ
て
、
市
民
の
皆
様

の
意
識
と
考
え
を
把
握
す
る

た
め
に
、
壱
岐
市
へ
の
定
住

意
識
、
合
併
に
対
す
る
評
価
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
、

現
状
の
満
足
度
と
今
後
の
取

り
組
み
の
重
要
度
、
市
民
参

画
の
在
り
方
、
行
政
改
革
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
か
つ
、
壱
岐
市
総
合
計

画
審
議
会
委
員
の
皆
様
の
意

見
を
反
映
さ
せ
作
成
し
た
。

③
周
知
を
図
る
こ
と
が
消
極

的
で
あ
る
と
の
指
摘
で
あ
る

が
、
就
任
以
来
、
ま
だ
、
タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
し
て

い
な
い
。
早
急
に
市
民
の
皆

さ
ん
へ
の
、
文
書
に
よ
る
周

知
、
な
ら
び
に
、
タ
ウ
ン
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
、
周

知
の
徹
底
を
図
る
。

　

総
合
計
画
の
内
容
説
明
を
、

議
会
に
対
し
て
実
施
し
て
い

な
い
こ
と
に
対
し
て
は
率
直

に
お
詫
び
し
た
い
。

一 般 質 問一 般 質 問傍聴者数　９月 9日　約７人
　　　　　９月10日　約８人

完成間近のケーブルテレビ放送センター
（郷ノ浦町亀丘）

９月～10月にかけて開催された市政懇談会
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鵜
瀬　

和
博 

議
員

Q 

職
員
力
ア
ッ
プ
せ
よ

①
本
市
財
政
化
健
全
化
の
た

め
実
施
の
職
員
給
与
カ
ッ
ト

の
成
果
は
。
そ
の
こ
と
が
士

気
・
サ
ー
ビ
ス
低
下
や
島
内

経
済
へ
の
影
響
は
。

②
無
駄
遣
い
ス
ト
ッ
プ
本
部

の
成
果
と
今
後
の
計
画
は
。

③
本
市
の
抱
え
る
課
題
解
消

に
は
市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
と
職
員
の
力
は
必
要
不
可

欠
。
各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

の
若
手
職
員
の
起
用
や
職
歴

に
と
ら
わ
れ
な
い
昇
給
・
昇

格
制
度
改
革
を
。
人
事
考
課

制
度
導
入
に
向
け
た
進
捗
状

況
は
。

④
職
員
提
案
型
企
画
コ
ン
ペ

や
市
長
と
職
員
と
の
直
接
対

話
式
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
実
施

を
。A 

人
事
評
価
制
度
を
推
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

①
平
成
20
年
10
月
か
ら
の
給

与
カ
ッ
ト
は
、
１
億
５
千
万

円
。
士
気
低
下
や
島
内
経
済

へ
の
影
響
は
な
い
。

②
平
成
20
年
度
３
千
168
万
円
、

21
年
度
１
億
１
千
324
万
円
。

本
部
委
員
の
再
編
を
行
い
、

８
人
の
民
間
人
を
登
用
し
取

り
組
み
強
化
を
図
り
、
職
員

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

む
。

③
旧
態
依
然
か
ら
の
脱

却
を
期
待
す
る
上
で
、

若
い
職
員
の
柔
軟
な
考

え
や
好
奇
心
、
意
欲
は

非
常
に
効
果
的
。
職
員

配
置
の
上
で
も
今
以
上

に
心
が
け
、
職
員
の
意

欲
と
能
力
が
存
分
に
発

揮
で
き
る
環
境
を
整
備

し
、
職
員
の
意
識
向
上
を
図

る
た
め
、
今
任
期
内
に
人
事

評
価
制
度
の
定
着
を
推
進
す

る
。

④
平
成
21
年
度
24
回
450
人
の

職
員
と
意
見
交
換
を
実
施
。

今
年
度
も
実
施
す
る
。
企
画

コ
ン
ペ
は
研
究
す
る
。

Q  

福
岡
市
に
営
業
セ
ー

ル
ス
の
拠
点
を

　

集
客
に
向
け
、
地
域
間
競

争
が
激
し
さ
を
増
す
中
、
情

報
発
信
・
収
集
力
、
機
動
性

が
重
要
。
営
業
・
情
報
収
集

等
の
た
め
旧
壱
岐
会
館
賃
貸

料
収
入
を
活
用
し
、
福
岡
市

に
拠
点
と
な
る
事
務
所
設
置

を
。A 

ベ
イ
サ
イ
ド
プ
レ
イ
ス

を
拠
点

 
市
長

　

福
岡
が
壱
岐
の
玄
関
と
認

識
。
非
公
式
だ
が
、
ベ
イ
サ

イ
ド
プ
レ
イ
ス
一
角
を
使
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
九

電
工
に
申
し
入
れ
中
。
そ
こ

に
は
職
員
は
常
駐
さ
せ
ず
、

福
岡
市
の
派
遣
職
員
と
連
携

し
な
が
ら
経
費
の
か
か
ら
な

い
方
策
を
模
索
し
て
い
く
。

久
保
田
恒
憲 

議
員

Q 

壱
岐
観
光
Ｐ
Ｒ
の

成
果

①
古
代
史
ぎ
っ
し
り
の
宣
伝

活
動
の
後
は
、
ど
ん
な
対
策

を
し
、
そ
の
成
果
は
。

②
知
名
度
が
高
い
壱
岐
牛
や

麦
焼
酎
、
歴
史
的
神
社
等
と

組
み
合
わ
せ
た
宣
伝
が
必
要
。

③
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
の

開
通
等
、
国
際
的
に
も
人
と

情
報
が
集
ま
る
福
岡
で
、
壱

岐
を
発
信
す
べ
き
。

A 

さ
ら
な
る
情
報
発
信
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

①
例
年
に
比
べ
、
全
国
版
の

テ
レ
ビ
、
雑
誌
関
係
の
取
材

や
問
い
合
わ
せ
等
も
多
い
。

東
京
、
大
阪
等
で
の
歴
史
講

座
に
あ
わ
せ
ツ
ア
ー
企
画
を

造
成
し
、「
古
代
史
ぎ
っ
し

り
・
壱
岐
」の
広
報
戦
略
に

基
づ
く
事
業
を
展
開
し
、
12

月
に
は
東
京
都
庁
で
観
光
物

産
Ｐ
Ｒ
展
を
開
催
。

②
市
観
光
協
会
等
の
関
係
団

体
と
連
携
を
図
り
、
博
物
館

と
壱
岐
の
特
色
を
組
み
合
わ

せ
た
Ｐ
Ｒ
を
展
開
し

て
い
く
。

③
梅
屋
庄
吉
・
ト
ク

さ
ん
を
き
っ
か
け
に
、

上
海
も
一
つ
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
て
進
め

て
い
き
た
い
。

Q  
福
祉
対
策

①
介
護
予
防
対
策
に
、

職
員
対
応
に
は
限
り

が
あ
る
。

　

楽
し
み
、
生
き
が
い
作
り

に
も
活
動
中
の
グ
ル
ー
プ
へ

の
支
援
、
育
成
は
計
ら
れ
て

い
る
か
。

②
虐
待
・
ひ
き
こ
も
り
等
、

市
内
で
も
増
加
し
て
い
る
。

児
童
福
祉
法
、
介
護
保
険
法

等
と
の
関
連
、
担
当
課
の
連

携
も
複
雑
化
す
る
。
社
会
福

祉
士
の
増
員
が
必
要
と
思
う

が
。A 

連
携
プ
レ
ー
で
対
応

市
長

①
保
健
師
が
出
向
き
、
健
康

相
談
や
年
齢
層
や
季
節
に
応

じ
た
健
康
講
話
を
行
い
、
ま

た
、
健
康
運
動
指
導
者
や
歯

科
衛
生
士
、
栄
養
士
な
ど
、

介
護
予
防
に
関
す
る
専
門
的

知
識
を
持
っ
た
方
々
を
派
遣

さ
せ
て
い
る
。

②
さ
ら
に
複
雑
多
様
化
す
る

社
会
情
勢
の
中
で
、
現
在
５

人
の
社
会
福
祉
士
、
２
人
の

精
神
保
健
福
祉
士
が
関
係
機

関
、
関
係
部
署
と
の
連
携
プ

レ
ー
を
図
っ
て
い
く
。

一 般 質 問

介護予防のための健康体操教室

壱岐の玄関 “ベイサイドプレイス博多”
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一 般 質 問

町
田　

光
浩 

議
員

Q 
博
物
館
の
入
館
状
況

①
指
定
管
理
者
と
の
打
合
せ

等
は
行
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、

定
期
的
な
報
告
は
ど
の
よ
う

に
受
け
て
い
る
か
。

②
予
想
を
上
回
る
入
館
者
数

と
い
う
こ
と
だ
が
、
有
料
入

館
者
数
は
ど
う
か
。

　

年
間
運
営
費
の
う
ち
３
千

万
円
は
入
館
料
等
で
賄
う
計

画（
300
円
×
10
万
人
）
で
あ

り
、
10
万
人
と
い
う
目
標
は

有
料
入
館
者
数
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
開
館
初
年
度
か

ら
こ
の
目
標
を
達
成
で
き
な

け
れ
ば
、
３
年
後
、
５
年
後

に
は
大
変
な
事
態
に
な
る
。

も
っ
と
危
機
感
を
持
つ
べ
き
。

A 

企
業
努
力
に
期
待

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

①
毎
週
１
回
指
定
管
理
者
、

県
埋
文
セ
ン
タ
ー
、
市
の
観

光
商
工
課
、
文
化
財
課
と
の

運
営
協
議
会
を
開
催
し
、
入

館
者
数
の
報
告
を
受
け
て
い

る
。

②
８
月
末
現
在
の
総
入
館
者

数
は
、
８
万
７
千
244
人
、
有

料
入
館
者
数
は
４
万
８
千
835

人
で
入
館
者
数
の
56
％
。

　

指
定
管
理
者
・
乃
村
工
藝

社
の
企
業
努
力
に
期
待
し
た

い
。

　

壱
岐
の
起
爆
剤
に
な
る
よ

う
危
機
感
を
持
っ
て
明
る
く

上
を
向
い
て
行
き
た
い
。

中
村
出
征
雄 

議
員

Q 

中
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス 

①
バ
ス
10
台
購
入
予
定
だ
が
、

通
学
ル
ー
ト
は
三
島
を
除
き

12
ル
ー
ト
あ
る
。
残
り
２
ル

ー
ト
は
ど
う
対
応
す
る
か
。

ま
た
、
バ
ス
が
利
用
で
き
る

国
の
基
準
は
小
学
校
も
含
め

て
ど
う
な
の
か
。

②
バ
ス
の
運
営
委
託
は
競
争

入
札
で
行
う
の
か
。
年
間
の

委
託
料
は
ど
う
か
。

③
市
民
か
ら
土
日
や
長
期
休

日
も
運
行
す
る
よ
う
要
望
が

出
て
い
る
が
ど
う
す
る
か
。

④
バ
ス
利
用
は
校
区
が
新
し

く
な
る
生
徒
の
み
が
対
象
で

は
不
公
平
が
生
じ
る
。
将
来

的
に
運
行
区
域
を
見
直
す
べ

き
。
バ
ス
利
用
し
な
い
生
徒

の
最
長
距
離
と
バ
ス
利
用
生

徒
の
最
短
距
離
の
比
較
は
ど

う
か
。

 
 

A 

通
学
部
会
で
検
討

　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
長

①
一
般
乗
り
合
い
旅
客
自
動

車
運
送
事
業
許
可
業
者
の
バ

ス
等
を
充
当
す
る
。

　

バ
ス
運
航
基
準
の
通
学
距

離
は
、
中
学
校
で
６

㎞
以
上
、
小
学
校
で

は
４
㎞
以
上
。

②
管
理
委
託
業
務
は

指
名
競
争
入
札
で
行

う
。

　

年
間
委
託
料
金
に

関
し
て
、
現
時
点
で

は
言
及
で
き
な
い
。

③
教
育
委
員
会
と
し

て
は
、
確
定
で
は
な

い
が
運
行
す
べ
き
と

考
え
て
い
る
。

　

通
学
部
会
や
準
備
委
員
会

で
検
討
し
て
結
論
を
出
し
た

い
。

④
バ
ス
の
台
数
、
経
費
等
の

面
で
非
常
に
問
題
が
生
じ
る
。

　

見
直
し
が
可
能
な
状
況
が

訪
れ
た
時
期
に
は
再
検
討
す

る
。

　

バ
ス
を
利
用
し
な
い
で
通

学
距
離
が
一
番
長
く
な
る
生

徒
４
〜
５
㎞
、
バ
ス
利
用
の

一
番
短
い
生
徒
は
３
㎞
前
後

で
あ
る
。

Q  
小
学
校
の
統
廃
合

　

市
の
集
中
改
革
プ
ラ
ン
で

は
、
ま
ず
中
学
校
を
統
廃
合

し
、
そ
れ
か
ら
小
学
校
を
進

め
る
と
あ
る
が
、容
易
で
は
な

い
。今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

A 

中
学
校
の
状
況
を

見
守
る

　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
長

　

中
学
校
の
統
廃
合
後
の
状

況
を
見
守
り
、
ま
た
、
検
証

し
た
う
え
で
、
検
討
し
た
い
。

現
時
点
で
は
、
小
学
校
の
統

廃
合
数
等
々
、
ま
だ
、
考
え

て
は
い
な
い
。

石田小学校生のスクールバス利用

一支国博物館の運営定例協議会の様子
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榊
原　
　

伸 

議
員

Q 

急
げ
、本
庁
舎
建
設

　

四
町
の
庁
舎
は
耐
用
年
数

や
耐
震
問
題
を
考
え
る
と
、

今
の
ま
ま
で
は
多
額
の
費
用

が
必
要
と
な
る
。

　

ま
た
、
今
の
市
政
を
見
て

い
る
と
、
分
庁
に
よ
る
弊
害

が
各
所
に
表
れ
て
い
る
。
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
や
行
政

経
費
の
無
駄
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
を
考
え
た
と
き
、

活
用
さ
れ
て
い
な
い
合
併
特

例
債
47
億
円
を
活
用
し
て
は

ど
う
か
。

A 

時
す
で
に
遅
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

　

集
約
し
な
い
と
行
政
改
革

は
お
ぼ
つ
か
な
い
。
庁
舎
建

設
が
一
番
の
合
理
化
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
新
庁
舎

の
建
設
は
検
討
す
る
時
期
が

来
て
い
る
と
考
え
る
が
、
ど

の
よ
う
に
議
論
を
し
て
い
く

か
、
内
部
的
に
研
究
を
さ
せ

て
頂
き
た
い
。
合
併
特
例
債

の
活
用
に
つ
い
て
は
期
限
が

あ
り
、
間
に
合
わ
な
い
と
思

っ
て
い
る
。Q 

生
ご
み
問
題
は

　

市
長
は
、「
壱
岐

島
内
の
生
ご
み
資
源

化
に
つ
い
て
、
22
年

度
中
に
方
針
を
決
め

23
年
度
に
予
算
化
す

る
。」
と
力
強
く
宣

言
さ
れ
て
い
る
が
、

残
さ
れ
た
時
間
は
余

り
な
い
。

　

ど
の
よ
う
な
方
針

で
、
ど
の
よ
う
な
計
画
で
実

行
さ
れ
る
の
か
。

※
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想

を
立
ち
上
げ
る
考
え
は
な
い

か
。A 

タ
ウ
ン
構
想
な
い

 

市
長

　

今
年
度
中
に
生
ご
み
を
ど

う
す
る
か
方
針
を
出
す
。

　

平
成
21
年
度
に
環
境
バ
イ

オ
マ
ス
総
合
対
策
調
査
を
、

関
係
す
る
市
の
各
部
署
及
び

関
係
す
る
業
者
・
団
体
の
協

力
を
得
て
実
施
し
た
。
そ
の

結
果
、
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
率

が
、
生
活
系
・
事
業
系
生
ご

み
で
２
％
、
水
産
残
渣
で
30

％
、
廃
食
用
油
で
36
％
と
な

っ
て
い
る
。
し
尿
処
理
及
び

家
畜
排
泄
物
等
を
含
め
た
廃

棄
物
系
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用

率
は
、
す
で
に
89
％
と
な
っ

て
い
る
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想

は
考
え
て
い
な
い
。

 

※
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

　

食
品
廃
棄
物
、
家
畜
排
せ
つ
物
、

廃
材
な
ど
を
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
再
利
用
し
、
環
境

を
重
視
し
た
循
環
型
社
会
の
形
成

の
推
進
を
す
る
地
域

一 般 質 問

今
西　

菊
乃 

議
員

Q 

幼
稚
園
人
事

①
職
員
の
配
属
は
年
度
当
初

で
き
る
よ
う
採
用
す
べ
き
。

で
き
な
か
っ
た
理
由
。
す
べ

き
で
な
い
担
任
交
代
の
理
由
。

②
１
ヶ
月
で
辞
職
す
る
よ
う

な
採
用
を
何
故
し
た
の
か
。

職
務
内
容
の
説
明
不
足
で
は

な
い
か
。
教
育
委
員
会
と
市

長
部
局
の
協
議
不
足
。
対
等

な
協
議
を
。

③
児
童
数
の
多
い
幼
稚
園
は

職
員
不
足
で
は
な
い
か
。

A 

連
携
し
て
い
く

　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
長

①
新
学
期
直
前
の
３
月
23
日

に
、
職
員
６
名
の
退
職
が
分

か
っ
た
が
、
担
任
を
任
せ
ら

れ
る
第
２
種
嘱
託
職
員
の
採

用
が
７
月
１
日
と
な
り
、
新

学
期
の
８
月
１
日
付
と
し
た
。

 
市
長

②
受
験
者
に
も
内
定
者
に
も
、

詳
し
く
事
前
説
明
し
て
い
た

の
で
理
解
さ
れ
て
い
た
と
思

う
。

 

教
育
長

③
園
長
の
申
し
出
に

よ
る
補
助
要
因
に
つ

い
て
は
実
現
し
て
い

る
。Q 

保
育
所
長
の

　

  

条
件

①
統
一
し
た
保
育
・

保
護
者
へ
の
対
応
等
、

保
育
士
・
所
長
の
研

修
が
必
要
。

②
職
員
の
指
導
・
保

護
者
へ
の
対
応
に
は
必
須
条

件
で
あ
る
。
保
育
所
長
は
有

資
格
で
経
験
の
あ
る
人
材
を
。

A  

保
護
者
の
安
心
を

　

市
長

①
各
種
研
修
会
へ
は
、
で
き

る
限
り
派
遣
し
て
い
る
。
今

後
も
関
係
者
会
議
を
必
要
に

応
じ
て
開
催
し
た
い
。

②
来
年
に
で
も
有
資
格
者
の

保
育
所
長
の
配
置
が
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
る
。
保
護
者

と
は
お
便
り
帳
や
園
だ
よ
り

で
連
携
を
と
っ
て
い
る
。

Q 
子
育
て
の
島「
壱
岐
」

　

全
て
の
４
・
５
歳
児
は
幼

稚
園
で
教
育
、
３
歳
児
以
下

は
保
育
所
で
保
育
の
で
き
る

体
制
を
。

　

壱
岐
独
自
の
、
親
も
行
政

も
子
ど
も
に
目
を
向
け
た
子

育
て
行
政
に
つ
い
て
今
後
の

方
針
は
。

A 

研
究
会
の
立
ち
上
げ

　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

　

来
年
の
法
律
に
対
処
す
る

た
め
に
、
関
係
職
員
で
構
成

す
る
研
究
会
を
考
え
て
い
る
。

郷ノ浦幼稚園

市内で一番古い市役所石田庁舎
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一 般 質 問

豊
坂　

敏
文 

議
員

Q 
病
院
事
業
に
つ
い
て

①
市
民
病
院
改
革
の
進
捗
状

況
は
。

②
か
た
ば
る
病
院
の
市
医
師

会
と
の
具
体
的
な
方
策
、
協

議
状
況
は
。

A 

現
在
足
踏
み
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

①
独
立
法
人
化
と
い
う
基
本

的
な
方
向
性
は
変
わ
ら
な
い
。

九
大
の
方
に
お
願
い
し
て
い

る
。

②
か
た
ば
る
病
院
に
対
し
て

は
、
地
元
医
師
会
に
10
月
中

に
方
向
性
を
出
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
。

Q 
防
災
告
知
放
送
の

完
全
周
知

①
８
月
に
光
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
施
設
等
の
加
入
案
内
が
あ

っ
た
が
、
市
民
が
理
解
さ
れ

て
い
な
い
の
で
、
再
度
周
知

す
べ
き
。

②
現
有
の
市
内
小
中
学
校
の

Ｉ
Ｐ
電
話
と
の
接
続
は
。
不

可
能
時
の
対
応
は
い
か
に
。

A 

100
％
接
続
で
き
る

よ
う
努
力

 

市
長

①
現
在
延
べ
230
回
、
約

５
千
800
人
の
方
へ
公

民
館
単
位
で
説
明
。
申

込
者
は
２
千
200
人
、
防

災
無
線
に
つ
い
て
説

明
不
足
。
100
％
接
続
で

き
る
よ
う
努
力
す
る
。

②
現
在
の
Ｉ
Ｐ
電
話

と
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

施
設
で
提
供
す
る
も

の
と
は
別
。

Q 
ス
ク
ー
ル
バ
ス

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
計
画

の
中
で
、
専
門
部
会
で
も
検

討
さ
れ
意
見
も
続
出
し
て
い

た
。復
路
に
つ
い
て
は
、ク
ラ

ブ
活
動
後
の
勝
本
は
再
度
検

討
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。

A 

通
学
部
会
で
検
討

 

教
育
長

　

復
路
２
回
の
運
行
に
つ
い

て
は
中
体
連
が
終
わ
っ
た
後

は
実
施
す
る
。
通
学
部
会
で

の
検
討
を
重
視
す
る
。

Q 
手
数
料
等
の
一
元
化

　

合
併
し
て
数
年
、
各
施
設

の
使
用
料
・
手
数
料
等
を
統

一
す
る
時
期
で
は
。

A 

一
元
化
は
困
難

 
市
長

　

合
併
前
の
使
用
料
設
定
の

経
緯
か
ら
一
元
化
す
る
事
は

困
難
。
駐
車
場
に
つ
い
て
は

平
成
19
年
か
ら
実
施
。
そ
の

他
施
設
等
に
つ
い
て
は
研

究
・
検
討
し
て
い
く
。

町
田　

正
一 

議
員

Q 

航
空
路
の
格
差
是
正

　

五
島
で
は
、
福
岡
便
が
１

日
４
便
、
長
崎
便
が
１
日
３

便
あ
る
。
壱
岐
で
は
福
岡
便

は
な
く
、
長
崎
便
が
２
便
あ

る
の
み
。
五
島
・
対
馬
に
比

べ
て
も
格
差
は
明
ら
か
で
あ

る
。
早
急
に
県
当
局
と
交
渉

し
、
福
岡
便
の
就
航
を
実
現

す
べ
き
。

A 

県
知
事
に
要
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

　

五
島
市
は
福
岡
に
１
日
４

往
復
、
長
崎
に
１
日
３
往
復
。

対
馬
市
は
福
岡
に
１
日
４
往

復
、
長
崎
に
２
往
復
の
６
便
、

壱
岐
は
長
崎
の
み
の
２
往
復
。

現
在
Ｏ
Ｒ
Ｃ
が
２
機
体
制
で

運
行
し
て
い
る
以
上
、
現
運

行
状
況
は
変
更
で
き
な
い
。

し
か
し
、
観
光
の
面
か
ら
も

福
岡
―
壱
岐
間
の
空
路
を
知

事
に
も
要
求
し
て
い
く
。

Q 

危
険
箇
所
の
強
度
検
査

　

瀬
戸
・
勝
本
他
の
漁
業
集

落
は
、
そ
の
周
囲
が
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
よ
う
壁
に
囲
ま
れ

て
い
る
。
建
設
後
40

年
経
過
し
て
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
弱
化
や
草

に
覆
わ
れ
て
い
る
状

況
。
危
険
地
域
も
災

害
が
お
こ
ら
な
い
と

補
修
し
な
い
。
早
急

に
強
度
検
査
を
し
て
、

よ
う
壁
の
状
況
を
調

査
す
べ
き
。

A 

強
度
検
査
を
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

　

県
の
危
険
地
域
は
本
年
度

に
市
内
22
ヶ
所
の
強
度
検
査

を
実
施
。（
瀬
戸
は
４
地
域
）

　

来
年
は
そ
れ
以
外
の
市
の

管
理
地
区
も
実
施
し
て
い
く
。

Q 

病
院
改
革
の
状
況

①
顧
問
の
斉
藤
氏
と
の
交
渉

は
。

②
10
名
も
の
看
護
師
の
募
集

理
由
は
。

③
精
神
病
床
の
一
部
を
高
度

リ
ハ
ビ
リ
等
へ
の
転
換
を
。

A 

独
法
化
の
方
針
は
堅
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

①
斉
藤
先
生
も
６
月
に
市
民

病
院
の
中
田
院
長
や
ス
タ
ッ

フ
と
会
議
。
い
く
つ
か
の
提

案
を
頂
い
て
い
る
。

②
看
護
師
が
、
定
年
と
個
人

的
理
由
で
退
職
し
た
た
め
。

③
高
度
リ
ハ
ビ
リ
は
現
況
で

対
応
。
人
工
透
析
を
空
い
た

ス
ペ
ー
ス
で
考
え
て
い
き
た

い
。

かたばる病院

長崎へ向け就航のＯＲＣ機
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一 般 質 問

小
金
丸
益
明 

議
員

Q 

負
の
遺
産
に
す
る
な

　

本
市
の
合
併
特
例
債
の
起

債
予
定
総
額
が
112
億
７
千
万

円
に
上
る
。
起
債
限
度
額
の

70
％
に
当
り
全
国
的
に
も
高

い
起
債
率
で
あ
る
。し
か
し
、

そ
の
７
割
は
合
併
に
起
因
す

る
イ
ン
フ
ラ
整
備
で
あ
り
、避

け
て
は
通
れ
ぬ
事
業
で
あ
る

と
認
識
す
る
。　
　

　

ま
た
、
残
る
約
３
割
に
当

た
る
34
億
２
千
万
円
に
つ
い

て
は
、博
物
館
建
設
費
、遺
跡

復
元
整
備
関
連
事
業
等
に
充

て
ら
れ
た
投
資
的
経
費
で
あ

り
、
管
理
運
営
を
誤
れ
ば
負

の
遺
産
と
し
て
後
世
に
残
す

こ
と
に
な
る
。

①
遺
跡
発
掘
調
査
に
つ
い
て
、

原
の
辻
に
特
化
せ
ず
、
古
墳

群
の
整
備
に
こ
そ
観
光
の
活

路
を
見
出
す
べ
き
。
調
査
の

進
捗
状
況
と
今

後
の
計
画
は
。

②
王
都
公
園
の

復
元
棟
や
付
帯

施
設
の
ガ
イ
ダ

ン
ス
に
巨
費
を

投
じ
た
。
血
税

の
さ
ら
し
場
で

あ
る
。

　

有
料
化
と
指

定
管
理
制
度
の

導
入
で
抜
本
的

な
運
営
改
善
を
。

A 

費
用
対
効
果
は
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
長

①
発
掘
調
査
の
事
業
費
と
し

て
、
国
・
50
％
、
県
・
20
％
、

市
・
30
％
の
負
担
割
合
で
、

合
併
後
の
壱
岐
市
か
ら
約
１

億
２
千
700
万
円
の
執
行
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
ほ
と
ん
ど

は
発
掘
作
業
員
の
賃
金
で
占

め
て
お
り
、
雇
用
創
出
の
面

か
ら
十
分
な
費
用
対
効
果
が

上
が
っ
て
い
る
。

　

発
掘
調
査
に
つ
い
て
は
最

終
目
標
を
15
％
に
し
て
い
る
。

現
在
10.5
％
が
終
了
。

　

壱
岐
古
墳
群
の
整
備
も
大

切
な
事
業
、
原
の
辻
の
発
掘

の
経
緯
を
み
な
が
ら
進
め
て

い
く
。

②
有
料
化
に
つ
い
て
は
現
時

点
で
は
難
し
い
。
復
元
棟
の

管
理
に
つ
い
て
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
に
各
棟
の
家
主

と
な
っ
て
管
理
し
て
も
ら
う

方
法
も
考
え
て
い
る
。
厳
し

い
文
化
財
の
規
制
を
ク
リ
ア

し
な
が
ら
全
面
オ
ー
プ
ン
に

向
け
て
努
力
す
る
。

一支国王都復元公園

市
山　
　

繁 

議
員

Q 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

建
設
計
画

①
建
設
敷
地
面
積
、
測
量
、

地
質
調
査
、
建
築
設
計
書
作

成
の
工
程
。

②
設
計
は
島
内
業
者
へ
。

③
財
源
は
過
疎
債
と
介
護
サ

ー
ビ
ス
施
設
整
備
事
業
債
と

の
併
用
と
の
事
だ
が
。

④
ユ
ニ
ッ
ト
型
部
屋
等
、
計

画
の
割
合
と
、
利
用
者
の
ア

ン
ケ
ー
ト
の
ニ
ー
ズ
内
容
は
。

⑤
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
増
床

の
要
望
も
あ
る
が
、
増
床
計

画
と
介
護
職
員
の
対
策
は
。

A 

早
期
に
発
注
・
建
設

 

市
長

①
敷
地
面
積
は
約
１
万
㎡
、

建
物
は
４
千
300
㎡
を
計
画
。

建
設
予
定
地
の
測
量
は
実
施

中
で
、
９
月
中
に
は
土
木
・

建
築
工
事
設
計
の
業
務
発
注

を
行
う
。

②
地
元
業
者
に
発
注
す
る
。

③
介
護
サ
ー
ビ
ス
施
設
整
備

事
業
債
と
過
疎
債
の
併
用
が

可
能
。

④
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
ユ
ニ
ッ

ト
型
の
入
居
希
望
者
は
１
割

に
も
満
た
な
い
。
多
床
室
を

100
床
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ

に
ユ
ニ
ッ
ト
型
20
床
を
計

画
し
て
い
る
。

⑤
現
状
よ
り
14
床
増
と

な
る
の
で
、
看
護
師
１
名

と
介
護
士
４
〜
５
名
の

増
員
が
必
要
と
な
る
。

Q  
航
路
対
策

①
今
回
航
路
運
賃
の
低

廉
化
に
向
け
て
、
県
が
フ

ェ
リ
ー
新
造
の
事
業
を
決
定

し
て
い
る
が
内
容
が
不
透
明
。

鉄
道
運
賃
並
み
の
低
廉
化
を
。

②
博
多
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
乗
下

船
口
の
エ
レ
ベ
ー
タ
の
設
置
。

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
付

近
の
屋
根
の
設
置
。

A 

再
度
要
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

①
九
州
郵
船「
ニ
ュ
ー
つ
し

ま
」が
新
造
さ
れ
平
成
24
年

に
就
航
の
予
定
。
運
賃
割
引

に
つ
い
て
は
、
運
行
業
者
が

決
定
す
る
こ
と
な
の
で
九
州

郵
船
に
要
望
・
発
言
を
し
て

い
き
た
い
。

　

ま
た
、
※
離
島
３
市
１
町

会
議
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に

恒
久
的
な
低
廉
化
を
国
県
に

強
く
要
望
し
て
い
く
。

②
現
在
ま
で
対
馬
市
長
と
と

も
に
要
望
書
を
出
し
て
い
る
。

九
州
地
方
整
備
局
と
の
関
係

も
あ
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
と
バ

リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て
再
度

要
望
す
る
。

特別養護老人ホーム新建設予定地（現・特養老人ホームの下）

※
離
島
３
市
１
町
会
議
と
は
、

　

壱
岐
・
対
馬
・
五
島
３
市
と
上
五

島
町
の
議
会
及
び
市
町
が
合
同
で
、

離
島
の
要
望
と
し
て
一
本
化
を
諮

り
国
県
へ
働
き
か
け
る
会
議
。
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ああんん質質問問なな
どどええーーんんななっったた？？
～ 平成21年12月議会から ～

ミ
ル
ち
ゃ
ん

検討する
ち答弁や

ったばっ
て

ユ
ウ
く
ん

独居老人への配食サービス（勝本町 あゆみの会の皆さん） 勝 本 漁 港

市政運営に協力的な個人団体等の
表彰（市民協働）について

認定漁業者の資格要件の具体化に
ついて

◆平成21年12月議会の市長答弁 ◆平成21年12月議会の市長答弁

◆その後 (対応状況報告) 平成22年3月5日 ◆その後 (対応状況報告) 平成22年３月５日

★検討期間そろそろ１年ですが「どえ～んなった？」 ★５月に資格要件決定とのこと…　「どえ～んなった？」

　積極的に表彰の機会を検討する。 　島内の漁協と協議し、検討する。

　壱岐市表彰条例に基づき公平・公正を期
すよう、表彰基準をさらに明確化するため
に、現在内部規定の検討を行っているとこ
ろです。

　認定漁業者の具体的要件について現在、
市内部で最終の詰めを行っており、５月頃
漁業組合長と協議をし、資格要件の決定を
図る予定です。

　公平・公正を期すための表彰基準につい
て未だ検討中の段階です。平成22年度中に
は策定を行い、平成23年度から運用開始で
きるよう努めます。

　認定漁業者の認定基準等を漁業種類ごと
に調整中です。平成23年度当初からのスタ
ートに向け進めている。
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議会だよりクイズの応募の中で、
お寄せいただいたご意見やご感想
をご紹介するコーナーです。

大雨の
中開催

された
市

操法大
会、天

候に左
右され

ないの
が「火

災」で
すよね

。

頭の下
がる思

いです
。消防

団員の
皆様お

疲れ様
です。

    57歳

独居老人なので外
出は少なく、情報は配
られてくる地元新聞や
情報誌がたよりです。
77歳

議会だより26号では６月に行われた消防大会
の写真を使われ、我々の努
力を評価して頂けてるよう
で、大変嬉しく思えました。43歳

会会会会会会会会会会会会
努努努努

一支国
博物館

に行っ
て、

とても
立派で

孫達の
遊ぶス

ペース
もあり

楽しく
過ごし

ま

した。
博物館

のパス
ポート

も

買い、
月に３

度ほど
孫と行

ってい
ます。

71歳

ケーブルテレビ
の説明をもう少

しくわしくして
ほしい。役場の人

の

説明ではわからな
い。24歳

※説明会を申し込
めば何度でも説明

に伺

います。個人的な
電話対応もします

ので、

お気軽におたずね
ください。

（企画政策課　電
話…48-1111）

郷ノ浦町東触、庄触近辺の道路工事には、無駄な箇所が多々あるように思われます。71歳

議会が、いつ、どんな内容であるのか、早めにわかるといいですね。
16歳
※定例会は、３・６・９・12月の第１週金曜日に
開会予定です。各定例会前に行事等を調整し
ながら、議会運営委員会で日程が決定され
ますので、定例会開催月の上旬に議会事
務局へお問い合わせください。(電話…42-1111)

触触触触触触触触触触触
無無無無無無無無無無無無
ううううううううううううううう

中学校統廃合
における教職員の約
半分は減るようですが、
この方達はどうなる
のでしょう？ 55歳

中学校全体の学級数が減るため、県
教職員人事異動の方針を基本に、転出
したり退職したりすることで対応し

ていきます。

平成22年9月26日
志原地区合同運動会（地区民・小学校・保育所）志原地区合同運動会

平成22年9月26日日

運動会の応援をしたよ！ちょっと

ブレイク
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集　

後　

記

壱岐市議会だよりは地球に優しい大豆油のインキで印刷されています。

壱岐市ホームページ
（http://www.city.iki.nagasaki.jp）の
市議会のインデックス（見出し）を検索す
ると、市長行政報告および議員の一般質
問の音声を生で聞くことができます。また
市議会会議録は、議会事務局・市役所本
庁（総務課）・各庁舎（市民生活班）・各
図書館で閲覧できます。ご利用ください。

○公職選挙法の規定について
　お中元・お歳暮や、祝儀・
見舞い等の金品を送ることや、
暑中見舞い・年賀状などの挨
拶状や有料の広告は禁止され
ております。
　市民みなさまのご理解とご
協力をお願い申し上げます。

壱岐市議会議員一同

○編集　 議会広報特別委員会
〒 811-5521  
長崎県壱岐市勝本町西戸触 182-5
　　TEL：0920-42-1111
　　FAX：0920-42-0096
【 E-mail 】  iki-gikai@city.iki.lg.jp
【 ＵＲＬ 】  http://www.city.iki.nagasaki.jp

　

日
本
が
壊
れ
る
。

　

そ
ん
な
言
葉
を
実
感
す
る
よ
う
な
、異
常
気
象
の
夏

で
し
た
。「
今
日
も
暑
い
で
す
ね
ぇ
…
。」の
挨
拶
が
、

早
朝
か
ら
交
わ
さ
れ
る
日
が
長
く
続
き
、
熱
中
症
で
病

院
に
運
ば
れ
た
方
が
、
市
内
で
20
人
を
超
え
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

こ
の
議
会
だ
よ
り
が
皆
様
の
お
手
元
に
届
く
頃
に

は
、
す
っ
か
り
秋
ら
し
く
な
り
、
さ
わ
や
か
な
気
候
に

な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

９
月
議
会
で
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
、
中
学
校

統
廃
合
、
雇
用
の
創
出
等
、
壱
岐
市
の
抱
え
る
多
種
多

様
な
問
題
に
つ
い
て
、
熱
い
論
戦
を
交
わ
し
ま
し
た
。

皆
様
が
安
心
し
て
、
元
気
で
笑
顔
に
あ
ふ
れ
る
暮
ら
し

が
で
き
る
よ
う
、島
創
り
に
励
み
ま
す
。

　
　

熱
お
び
る　

ハ
ゲ
に
は
酷
な　

暑
さ
か
な
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好

第7回

第6回クイズの答え
①郷ノ浦・芦辺・勝本・石田中学校
②1,200人　　③鹿児島県種子島
応募総数31名全員が全問正解です。

正解!!正解!!

パチパチ!!パチパチ!!

～ 第6回クイズの当選者 ～
今西力也様　豊坂加代子様
川添ふじえ様　西口貴大様
中山享子様 　　（順不同）
おめでとうございます！ 

送ってね!!
送ってね!!

クイズに答えて
図書カード（1,000円）
が当たります。皆さんの
ご応募待ってまーす ☆

12月定例会は
12月３日開会の予定
です。議会傍聴に
お出かけください。

「待っちょるけん」

クイズ　次の問題に答えよう

その①　 来年４月から運行する中学校のスクール
バスは全部で何台？

その②　 一支国博物館の８月末の有料入館者数は
何人？

その③　 ケーブルテレビ事業に合わせたＦＭ告知
放送って何のこと？

　ヒント　 この議会だよりの中に答えがあり
ますので、最初から最後まで読んで
みてください。

《応募方法》クイズの答え・住所・氏名・年齢をお書きのうえ、
ハガキでご応募ください。
議会だよりを読んだご感想や、議会へのご意見等もお書
き添えください。
ご意見等は、「市民の声」のコーナーで、できるだけご紹
介させていただきます。
正解者の中から、抽選で５名の方に図書カード 1,000 円
分をお贈りします。
 （当選者の発表は次号に掲載）

《あて先》  〒 811-5521
　　　　　　壱岐市勝本町西戸触 182-5
　　　　　　　　壱岐市議会事務局 宛
《しめきり》平成 22年 11月 30日（当日消印有効）

《個人情報の取り扱いについて》ご記入いただきました個人情報は、賞品発送・当選者発表および『市民の声』等の
目的以外には利用いたしません。

芦辺保育所の
おともだち

すずちゃん まーくん
さゆりちゃん


